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する可能性.」2016 年 10 月 7 日（横浜） 

139. 佐藤洋美, 加柴達朗, 藤原拓也, 宇津美秋, 樋坂章博．第 10 回次世代を担う若手医療

薬科学シンポジウム、ポスター発表#P-11、「トリコスタチンＡによる腎細胞がんの 

スニチニブ感受性増強と代謝調節の関与」2016 年 11 月 6 日（群馬大学） 

140. 佐藤洋美, 松波梨花, 樋坂章博．第 37 回日本臨床薬理学会年会、口頭発表#O-2-04、

「外国で先行した経口薬候補品の第Ⅰ相臨床試験結果の受け入れに関する考察」2016

年 12 月 2 日（米子コンベンションセンター） 

141. 上野光一、佐藤洋美．第 10 回日本性差医学・医療学会、ポスター#P-3、「NBD レセ

プト情報オープンデータにみる薬剤提供実態の男女差」2017 年 1 月 28-29 日（愛知

県産業労働センター） 

142. 宇津美秋、佐藤洋美、清水彩花、樋坂章博．第 90 回日本薬理学会年会、＃1-YIA-

28、ス二チ二ブ誘発アポトーシスにおいてコネキシン 43 が Bax を活性化する機序の

解明. 2017 年 3 月 15-17 日（長崎ブリックホール） 

143. 佐藤洋美, 藤原拓也, 畠山浩人, 加柴達朗, 宇津美秋, 上野光一, 樋坂章博.  第 90 回

日本薬理学会年会、ナノシンポジウム#1-NS-06、「トリコスタチン A はエピジェネ

ティック調節により腎細胞がんの代謝を変化させる」2017 年 3 月 15-17 日（長崎ブ

リックホール） 

144. 柴田侑裕、畠山浩人、佐藤洋美、樋坂章博．第 13７回日本薬学会、口頭発表＃25Y-

pm13、「アルツハイマー病の最初期におこる脳脊髄液中 Amyloid-β 濃度低下の機構

解明」2017 年 3 月 25 日（仙台） 

145. 近藤雪乃、代田和彦、江口哲史、佐藤洋美、畠山浩人、樋坂章博．第 13７回日本薬

学会、口頭発表＃25Y-pm07S、「消化管における P-gp を介する薬物相互作用のモデ

ル解析」2017 年 3 月 25 日（仙台） 

146. 大和田倫子、江口哲史、佐藤洋美、畠山浩人、樋坂章博．第 13７回日本薬学会、口

頭発表＃26I-pm03、「微量採血による高精度血中薬物濃度測定法の開発」2017 年 3

月 26 日（仙台） 

147. 保月静香、吉岡英樹、佐藤洋美、樋坂章博．第 24 回 HAB 研究機構学術年会、ポス

ター発表＃P-20、「薬物相互作用の in vitro 情報と in vivo 情報を統合して解析する新



規予測法―複数 CYP 分子種の寄与率と阻害率の推定―」2017 年 6 月 1-2 日（昭和

大学 上條講堂） 

148. 吉岡英樹、畠山浩人、佐藤洋美、樋坂章博．第 39 回日本血栓止血症学会学術集会、

「モデル基盤メタ・アナリシスに基づく 第 Xa 因子阻害剤の至適用量の推定」

2017 年 6 月 8-10 日（名古屋国際会議場） 

149. 佐藤洋美, 加柴達朗, 藤原拓也, 宇津美秋, 清水彩花, 畠山浩人, 上野光一, 樋坂章博.  

生体機能と創薬シンポジウム 2017、ポスター#07、「エピジェネティック調節薬の代

謝調節を介したスニチニブ感受性の増強作用」2017 年 8 月 24-25 日（京都大学） 

150. 佐藤洋美, 加柴達朗, 藤原拓也, 宇津美秋, 清水彩花, 畠山浩人, 上野光一, 樋坂章博.  

次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム 2017、ポスター#39、「エピジェネティッ

ク調節薬の代謝調節を介したスニチニブ感受性の増強作用」2017 年 8 月 26 日（京

都薬科大学） 

151. 大石信雄、岩田紘樹、小林典、藤本和子、佐藤洋美、樋坂章博、山浦 克典. 第 24 回

日本免疫毒性学会学術年会＃P-15，「イミキモド誘発乾癬モデルマウスにおける掻破

行動解析および掻痒誘発関連因子の探索.」 2017 年 9 月 4-5 日（北里大学） 

152. Ochiai M, Sato H, Takatsu T, Hisaka A. 第 11 回次世代を担う若手医療薬科学シンポジ

ウム、「Noticeable induction of intestinal Cyp3a via vitamin D receptor in rats breed with 

vitamin D free diet.」 2017 年 10 月 21-22 日（京都薬科大学） 

153. Shimizu A, Sato H, Uzu M, Hisaka A. 第 11 回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウ

ム、ポスター発表、「The injurious interaction between breast cancer cells and astrocytes 

focusing on their intracellular metabolism.」2017 年 10 月 21-22 日（京都薬科大学） 

154. Sato H, Ochiai M, Takatsu T, Hisaka A. 第 33 回日本薬物動態学会年会、#O7-3,

「Noticeable induction of intestinal Cyp3a via vitamin D receptor in rats breed with vitamin 

D free diet」, 2017 年 11 月 29 日-12 月 1 日 （タワーホール船堀） 

155. Hozuki S, Yoshioka H, Sato H, Hisaka A. 第 33 回日本薬物動態学会年会、#O2-7, 「A 

new integration method of in vitro and in vivo information for systematic prediction of drug-

drug interactions caused by inhibitions of multiple CYP species」, 2017 年 11 月 29 日-12

月 1 日 （タワーホール船堀） 

156. 佐藤洋美、保月静香、吉岡英樹、柴田侑裕、樋坂章博．第 38 回日本臨床薬理学会年

会、口頭発表、「アゾール系抗真菌薬の阻害する CYP 分子種の検討．」2017 年 12 月

7-9 日（パシフィコ横浜） 

157. 宇津美秋、野中美希、宮野加奈子、佐藤洋美、呉林なごみ、村山尚、櫻井隆、樋坂

章博、上園保仁．第 138 回日本薬理学会関東部会、ポスター発表、新規がん悪液質

治療薬開発を目指した悪液質モデルマウス脳内代謝変化の解析．2018 年 3 月 10 日

（東京）． 

158. 佐藤洋美、保月静香, 吉岡英樹, 浅野聡志, 樋坂章博．千葉大学 AI 研究会（第 1 

回）、口頭発表、「異種情報を統合したモデル解析のデータ駆動型最適化．」2018 年



3 月 20 日（千葉） 

159. Hozuki S, Yshioka H, Sato H, Hisaka A. ASCPT2018 Meeting, poster, 「Integrated use of in 

vitro and In vivo data for systetematic prediction of drug-drug interactions caused by 

inhibitions of multiple CYP species by Markov Chain Monte Carlo Method.」March 20th-

24th, 2018 (Orland, FL, USA) 

160. Hisaka A, Ochiai M, Takatsu T, Sato H. ASCPT2018 Meeting, poster, 「Induction of 

intestinal Cyp3a by intake of calcitriol, an active form of vitamin D, in rats breed with 

vitamin D free diet.」March 20th-24th, 2018 (Orland, FL, USA) 

161. 石川彩夏、佐藤洋美、吉岡英樹、樋坂章博．第 138 回日本薬学会年会、．#28M-am05, 

臨床試験早期における薬効予測を指向した SGLT2 阻害薬 6 剤の尿糖排泄量と

HbA1c 変化のモデル基盤メタアナリシス金沢 2018 年 3 月 26 日-28 日 

162. 原 来実、佐藤洋美、柴田侑裕、樋坂章博. 第 138 回日本薬学会年会、＃27J-pm20s, 

3 次元培養と単層培養による HepG2 細胞のメタボローム解析の比較.金沢 2018 年 3

月 26 日-28 日 

163. Sato H, Shimizu A, Uzu M, Ueno K, Hisaka K. 第 18 回国際薬理学・臨床薬理学会議

(WCP2018), #OR34-1, 「Communication between astrocyte and metastasized cancer cell 

focused on changes of cellular metabolism」 2018, July 1st-6th (Kyoto, Japan) 

164. 吉岡英樹、佐藤洋美、樋坂章博．第 18 回国際薬理学・臨床薬理学会議(WCP2018).  

＃JP2-4、「抗凝固薬の死亡リスクに対する様々な出血評価基準の有用性の解析 −直

接経口第 Xa 因子阻害剤の大規模臨床試験のモデル基盤メタ・アナリシス−」2018, 

July 1st-6th (Kyoto, Japan) 

165. Miaki Uzu, Miki Nonaka, Kanako Miyano, Hiromi Sato, Nagomi Kurebayashi, Takashi 

Murayama, Takashi Sakurai, Akihiro Hisaka, Yasuhito Uezono.  第 18 回国際薬理学・

臨床薬理学会議(WCP2018), poster,「Novel strategy for treatment of cancer cachexia 

based on metabolic alteration in central nervous system in a mouse model. 」2018, July 1st-

6th (Kyoto, Japan) 

166. 佐藤洋美、上野光一．第 45 回日本毒性学会, 日本薬理学会合同シンポジウム：毒性

発現と性差．「薬物代謝の性差」 2018 年 7 月 20 日（大阪国際会議場） 

167. 佐藤洋美、清水彩花、原 来実、宇津美秋、樋坂章博．次世代を担う創薬・医療薬

理シンポジウム 2018、＃24, ポスター発表，メタボロームに着目した転移性がん細

胞とアストロサイトの相互作用. 2018 年 8 月 25 日（九州大学） 

168. 石川彩夏、吉岡英樹、佐藤洋美、樋坂章博. 第 4 回次世代を担う若手のためのレギュ

ラトリーサイエンスフォーラム、ポスター、「SGLT2 阻害薬 6 剤の 83 臨床試験のメ

タアナリシス：臨床試験早期に評価された尿糖排泄量は患者の HbA1c 変化を良好に

予測していた.」 2018 年 9 月 15 日（帝京平成大学） 

169. 吉岡英樹、佐藤洋美、樋坂章博. 第 4 回次世代を担う若手のためのレギュラトリーサ

イエンスフォーラム、ポスター、「複数臨床試験に由来する大規模個人データの統

合解析方法の研究：非線形混合効果モデル、マルコフ連鎖モンテカルロ法、機械学



習のシミュレーションによる比較．」2018 年 9 月 15 日（帝京平成大学） 

170. 宇津美秋、野中美希、宮野加奈子、佐藤洋美、呉林なごみ、村山尚、櫻井隆、樋坂

章博、上園保仁．第 4 回次世代を担う若手のためのレギュラトリーサイエンスフォ

ーラム、ポスター、「中枢性プリン代謝変化を標的とした新規がん悪液質治療薬開

発」2018 年 9 月 15 日（帝京平成大学） 

171.  Uzu M, Nonaka M, Miyano K, Sato H, Uezono Y. 第 77 回日本癌学会学術総会、ポスタ

ー、A novel strategy for treatment of cancer cachexia targeting for alteration of the purine 

metabolism in the brain. 2018 年 9 月 27－29 日（大阪国際会議場） 

172. Shibata Y, Hozuki S, Sato H, Hisaka A. 日本薬物動態学会第 33 回年会/MOD 国際合同学

会、poster, 「The integrated use of exhaustive in vitro fm/Ki data with existing in vivo 

information for prediction of drug-drug interactions caused by inhibitions of multiple CYP 

species.」2018 年 10 月 1-5 日（金沢） 

173. Asano S, Hozuki S, Yoshioka H, Yoshitomo A, Sato H, Hisaka A．日本薬物動態学会第 33

回年会/MOD 国際合同学会、poster, 「New method for prediction of intestinal drug-drug 

interactions involving inhibition of P-gp and CYP3A from in vitro & in vivo information by 

using Markov Chain Monte Carlo method」2018 年 10 月 1-5 日（金沢） 

174. Ishikawa A, Yoshioka H, Sato H, Hisaka A. 情報計算化学生物学会（CBI） 2018 年会、

poster, Model-based meta-analysis of the relationship between HbA1c change and urinary 

glucose excretion in subjects treated with six SGLT2 inhibitors aiming early prediction of 

efficacy in drug development. 2018 年 10 月 9-11 日（船堀） 

175. Yoshioka H, Sato H, Hisaka A. 情報計算化学生物学会（CBI） 2018 年会、poster, 

Simulation study comparing non-linear mixed-effect modeling and machine learning: 

efficient integration of individual patient-level data from multiple clinical trials. 2018 年 10

月 9-11 日（船堀） 

176. Hozuki S, Yoshioka H, Sato H, Hisaka A. 情報計算化学生物学会（CBI） 2018 年会、

poster, Use of Markov Chain Monte Carlo method to integrate in vitro & in vivo data for 

prediction of drug interactions caused by inhibition of multiple CYP species. 2018 年 10 月

9-11 日（船堀） 

177. 佐藤洋美、清水彩花、原 来実、宇津美秋、樋坂章博. 第 3 回トランスポーター研究

会関東部会, ポスター, 転移性乳がん細胞とアストロサイトは互いのメタボロー

ムに変化を与え、がん悪性化に寄与する. 2018 年 11 月 17 日（千葉） 

178. 吉岡英樹、佐藤洋美、樋坂章博．第 3 回日本臨床薬理学会関東・甲信越地方会．機

械学習は臨床試験の解析に使えるか：複数試験に由来する仮想大規模個人データに

ついて非線形混合線形モデル解析との比較． 2018 年 11 月 24-25（横浜市社会福祉

センター） 

179. 上野光一、佐藤洋美. 第 12 回日本性差医学・医療学会学術集会, poster, ＮＤＢオープ



ンデータにみる高齢者医薬品処方動向の男女差. 2019 年 1 月 19-20 日（大宮） 

180. Sato H, Kashiba T, Uzu M, Fujiwara T, Hatakeyama H, Ueno K, Hisaka A. 1st Chiba- Alberta 

Joint Symposium on Pharmaceutics. Poster. Trichostatin A enhances sunitinib-induced 

cytotoxicity in renal cell carcinoma cells by modulation of cellular metabolism. Feb 19-20, 

2019 (Chiba Univ) 

181. Shibata Y Hozuki S, Sato H, Hisaka A. 1st Chiba- Alberta Joint Symposium on 

Pharmaceutics. Poster. The integrated use of exhaustive in vitro fm/Ki data with existing in 

vivo information for prediction of drug-drug interactions caused by inhibitions of multiple 

CYP species. Feb 19-20, 2019 (Chiba Univ) 

182. Yoshitomo A, Asano S, Sato H, Hozuki S, Yoshioka H, Shibata Y, Hisaka A. 1st Chiba- 

Alberta Joint Symposium on Pharmaceutics. Poster. Establishment of highly-accurate 

prediction system for drug-drug interactions involving of P-gp and CYP3A by using genetic 

humanization technology. Feb 19-20, 2019 (Chiba Univ) 

183. 佐藤洋美. 第１回千葉-山梨 超薬理シンポジウム, 特別講演 1, 腎細胞がん薬物抵

抗性とメタボローム. 2019 年 3 月 2-3 日(山梨大学大村記念学術館).  

184. Uzu M, Nonaka M, Miyano K, Sato H, Kurebayashi N, Murayama T, Sakurai T, Hisaka A, 

Uezono Y. 第 92 回日本薬理学会年会, poster, A novel strategy for treatment of cancer 

cachexia targeting the altered purine metabolism in the brain. 2019 年 3 月 14-16 日（大

阪）. 

185. 佐藤洋美．第 92 回日本薬理学会年会, シンポジウム S26-2 ユニークな天然物資源を

活かした、地域産業、国際化、医療に貢献する薬理学研究 「Anti-diabetic effect of 

ethanol extract of Cyclolepis genistoides D. Don (palo azul), made in Paraguay」．2019 年 3

月 14-16 日（大阪）. 

186. 佐藤洋美．第 139 回日本薬学会年会, 一般シンポジウム S21  薬学に革新をもたらす

最先端技術の世界、S21-1 腎細胞がん薬物抵抗性とメタボローム変化の連関 

Linkage of drug resistance and metabolome shift in renal cell carcinoma cells.2019 年 3 月

20-23 日（幕張）. 

187. 吉岡英樹、佐藤洋美、樋坂章博．第 139 回日本薬学会年会, #22J-pm09、機械学習は

臨床試験の解析にどの程度使えるのか：複数臨床試験に由来する仮想大規模個人デ

ータについて非線形混合効果モデルによる解析との比較．2019 年 3 月 20-23 日（幕

張）. 

188. 佐藤洋美, 清水彩花, 原 来実, 宇津美秋, 樋坂章博．第 13 回日本緩和医療薬学会年

会、ポスター、転移性乳がん細胞とアストロサイトの代謝変化を介する相互作用．

2019 年 5 月 31～6 月 1 日（幕張メッセ） 

189. 石川彩夏、佐藤洋美、吉岡英樹、樋坂章博．医療薬学フォーラム 2019、SGLT2 阻害

薬 6 剤の尿糖排泄量と HbA1c 変化のモデル基盤メタアナリシス．2019 年 7 月 13-14



日（広島国際会議場） 

190. Shibata Y, Hozuki S, Pratap S. S, Sato H, Hisaka A. The 3rd Workshop for Japan-Korea 

Young Scientists on Pharmaceutics, Poster, Cocktail Assessment of Representative CYP 

Inhibitors against Eight CYP Species. 2019 年 7 月 10 日 (浦安音楽ホール) 

191. Yoshitomo A, Asano S, Sato H, Kazuki Y, Hisaka A. The 3rd Workshop for Japan-Korea 

Young Scientists on Pharmaceutics, Poster, Simultaneous in vitro evaluation of transport and 

metabolism by using CYP3A4-CPRHAC/Caco-2 cells. 2019 年 7 月 10 日 (浦安音楽ホー

ル) 

192. Yoshioka H, Sato H, Hatakeyama H, Hisaka A. The 3rd Workshop for Japan-Korea Young 

Scientists on Pharmaceutics ( JKPW2019), Poster, Utility of Machine Learning in Population 

Pharmacokinetic or Pharmacodynamic Analysis. 2019 年 7 月 10 日 (浦安音楽ホール) 

193. 吉友葵、浅野聡志、佐藤洋美、香月康宏、樋坂章博. 生体機能と創薬シンポジウム

2019、ポスター、CYP3A4 発現 Caco-2 細胞を用いた P-gp と CYP3A4 活性の in vitro 

同時評価系の確立．2019 年 8 月 30 日（北里大学） 

194. 藤田菜生、佐藤洋美、落合雅俊、香月康宏、小林カオル、樋坂章博．生体機能と創

薬シンポジウム 2019、ポスター、遺伝子改変ヒト化マウスを用いた活性型ビタミン

D3 による腸管 CYP3A4 誘導の評価．2019 年 8 月 30 日（北里大学） 

195. 藤田菜生、佐藤洋美、吉岡英樹、柴田侑裕、樋坂 章博．次世代を担う創薬・医療

薬理シンポジウム 2019、P-8、血流量変化を活用した FXa 阻害薬の抗凝固作用に関

する PK-PD モデルの構築．2019 年 8 月 31 日（北里大学） 

196. 副島呉竹、佐藤洋美、樋坂 章博．次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム 2019、

P-1、多数の母集団薬物動態解析結果に基づく加齢による薬物の肝クリアランス変化

の評価．2019 年 8 月 31 日（北里大学）． 

197. 柴田侑裕，保月静香，Sheelendra Pratap Singh，佐藤洋美，樋坂章博. 第 25 回創剤フ

ォーラム若手研究会、ポスター、カクテル法を用いた代表的な CYP 阻害剤の CYP8

分子種に対する阻害の評価．2019 年 9 月 19 日 (千葉大学) 

198. 吉友 葵、浅野聡志、佐藤洋美、香月康宏、樋坂章博. 第 25 回創剤フォーラム若手研

究会, CYP3A4-CPR-HAC/Caco-2 細胞を用いた小腸の P-glycoprotein と CYP3A4 活性

の in vitro 同時評価系の確立. 2019 年 9 月 19 日 (千葉大学) 

199. 吉岡英樹、佐藤洋美、畠山浩人、樋坂章博．第 40 回日本臨床薬理学会学術総会、口

頭、「母集団薬物動態解析における 機械学習の有用性評価：非線形混合効果モデル

(NONMEM)との比較」． 2019 年 12 月 4-6 日、（新宿） 

200. Shibata Y, Hozuki S, Sato H, Hisaka A. Significance of involvement of multiple molecular 

species in drug interactions by CYP inhibition. 第 34 回日本薬物動態学会年会,2019 年

12 月 11 日（つくば国際会議場） 

201. Soejima S, Sato H, Hisaka A. 第 34 回日本薬物動態学会年会, poster, Quantitative 



evaluation of reduced hepatic clearance in elderly people based on meta-analysis of 

population pharmacokinetic analyses. 2019 年 12 月 11 日（つくば国際会議場） 

202. Hozuki S, YoshiokaY, Shibata Y, Asano S, Yoshitomo A, Sato H, HisakaA.  Systematic 

prediction of drug interactions integrating in vivo and in vitro information considering the 

contributions of multiple CYP molecular species and P-glycoprotein.第 34 回日本薬物動態

学会年会,2019 年 12 月 10 日（つくば国際会議場） 

203. Asano S, Yoshitomo A, Sato H, Hisaka A. 第 34 回日本薬物動態学会年会, poster, New 

Dynamic Model which Precisely Explains Movements of Drug in the Intestine and Its Use 

for Analysis of Drug-drug Interaction. 2019 年 12 月 10 日（つくば国際会議場） 

204. Yoshitomo A, Asano S, Sato H, Kazuki Y, Hisaka A. 第 34 回日本薬物動態学会、ポスタ

ー、Simultaneous In Vitro Evaluation of Efflux by P-glycoprotein and Metabolism by 

CYP3A Using CYP3A4-CPR-HAC/Caco-2 Cells. 2019 年 12 月 11 日（つくば国際会議

場） 

205. 佐藤洋美．第 34 回日本薬物動態学会年会, シンポジウム:薬効・診断のバイオマー

カー創出へ向けたシステムバイオロジー研究の応用．メタボローム特性とがん薬物

抵抗性の連関. 2019 年 12 月 11 日（つくば国際会議場） 

206. Yoshioka H, Sato H, Hisaka A. Pharmacometrics Japan Conference 2020, Poster, Utilizing 

Machine Learning in Analysis of Megatrials – A Combined Analysis of the OASIS-5 and -6 

Trials Using Individual Patient Data. Tokyo, Japan, January 22-23, 2020, 国内, ポスター 

207. Hisaka A, Hozuki S, Asano S, Yoshitomo A, Shibata Y, TamemotoY, Sato H. ASCPT, poster, 

Systematic Prediction of Drug Interactions Integrating In Vivo and In Vitro Information 

Considering Contributions by Multiple Molecular Species of CYP and Transporter. 2020 

April 17-21th, Houston, TX, USA.（感染症拡大のため現地開催中止） 

208. Sato H, Hara K, Okawa T, Tanaka H, Shirane D, Hatakeyama H, Akita H, Hisaka A.  第 93

回日本薬理学会年会、口頭 1-O-008、Potential metabolic changes mediated by cGAMP 

in astrocytes in contact with brain metastatic cancer. 2020 年 3 月 16-18 日（パシフィコ横

浜），誌上開催． 

209. 柴田侑裕、佐藤洋美、樋坂章博．第 140 回日本薬学会年会、口頭、日本及び米国の

副作用データベース(JADER および FAERS)を活用した臨床における未知の薬物間相

互作用の探索．2020 年 3 月 25-28（京都），誌上開催． 

210. 吉友 葵、浅野聡志、佐藤洋美、香月康宏、樋坂章博．第 140 回日本薬学会年会、

口頭、小腸利用率を予測するための CYP3A4-CPR-HAC/Caco-2 細胞を用いた P 糖蛋

白質と CYP3A4 活性の in vitro 同時評価法の開発． 2020 年 3 月 25-28（京都），誌

上開催． 

211. 樋坂章博、浅野聡志、吉友葵、保月静香、佐藤洋美．第 140 回日本薬学会年会、口

頭、薬物の小腸内の動きを考慮した静的薬物吸収モデルの構築．2020 年 3 月 25-28



（京都） 

212. 爲本 雄太、柴田 侑裕、保月 静香、佐藤 洋美、樋坂 章博．第 140 回日本薬学会年

会、口頭、複数 CYP 分子種の代謝寄与率の in vitro カクテル法による一斉評価：緩

衝液の選択が及ぼす影響に関する基礎的検討．2020 年 3 月 25-28（京都），誌上開

催． 

213. Shibata Y, Sato H, Hisaka A. PSWC2020, Voriconazole decreases neutropenia associated with 

cyclophosphamide therapy possibly by inhibiting CYP2B6. Montreal, Canada. May 22-27, 

2020. （感染症拡大のため現地開催中止） 

214. 大川 柊弥、佐藤 洋美、後藤 杏子、樋坂 章博. 第 136 回日本薬理学会関東部

会、ポスターD-6、アストロサイトが乳がん細胞の増殖およびパクリタキセル感受

性に与える影響．2020 年 10 月 24 日（松本），ウェブ開催． 

215. Proposal of a new risk score for hospital death due to acute coronary syndrome developed by 

machine learning, Yoshioka H, Sato H, Hisaka A, American Heart Association Scientific 

Sessions Meeting, 2020/11/13-17, 国外, ポスター.  

216. Statistically estimating life-long progression of chronic disease from the information of short 

clinical trials, Jin R, Kawamatsu S, Araki S, Sato H, Sato Y, Hisaka A, CBI 学会 2020 年大

会, 2020/10/30, 国内, 口頭.  

217. Shibata Y, Sato H, Hisaka H. 第 14 回次世代を担う若手のための医療薬科学シンポジウ

ム、口頭 O-7、Probable drug interaction between cyclophosphamide and voriconazole: 

adverse event database surveys and experiment in mice. 2020 年 11 月 28 日（岡山），ウェ

ブ開催． 

218. Tamemoto Y, Shibata Y, Hozuki S, Sato H, Hisaka A. 第 35 回日本薬物動態学会、口頭、

Study on impacts of buffer selection for assessment of fm (fraction metabolized) by multiple 

CYP isoenzymes evaluated with in vitro cocktail method. 2020 年 12 月 1 日，ウェブ開

催． 

219. 佐藤洋美，保月静香 ，浅野聡志，吉友葵，柴田侑裕，為本雄太，香月康弘，樋坂章

博. 第 41 回日本臨床薬理学会、ポスター＃2-P-69、薬物相互作用を統合的に解析す

る STADAM フレームワークの開発：クリアランスの in vitro と in vivo の関連付けと

再吸収のモデル化. 2020 年 12 月 3-5 日（福岡），ウェブ開催． 

220. 柴田 侑裕，佐藤 洋美，樋坂 章博．第 41 回日本臨床薬理学会、ポスター＃3-P-66、

シクロホスファミドとボリコナゾールの CYP2B6 阻害を介した薬物相互作用の可能

性を探る日本及び米国の有害事象自発報告データベースの解析. 2020 年 12 月 3-5 日

（福岡），ウェブ開催． 

221. 爲本雄太, 柴田侑裕, 保月静香, 佐藤洋美, 樋坂章博．第 41 回日本臨床薬理学会、ポ

スター＃3-P-68、代謝寄与率(fm) の評価に与える緩衝液条件の影響：in vitro カクテ

ル法による検討. 2020 年 12 月 3-5 日（福岡），ウェブ開催． 



222. 吉友葵、佐藤洋美 、浅野聡志、香月康宏、樋坂章博. 第 41 回日本臨床薬理学会、ポ

スター＃3-P-67、多機能細胞による評価を指向した小腸での輸送と代謝の同時活性

評価法の開発. 2020 年 12 月 3-5 日（福岡），ウェブ開催． 

223. 樋坂 章博, 川松 真也, 神 亮太, 荒木渉吾, 佐藤洋美．第 41 回日本臨床薬理学会、

ポスター＃1-P-、COPD における健康状態評価スコアの長期的変化と喫煙の影響： 

SUMMIT 試験結果の SReFT による解析． 2020 年 12 月 3-5 日（福岡），ウェブ開

催． 

224. 佐藤洋美、副島呉竹、樋坂章博.第 14 回日本性差医学・医療学会年会、老年薬学会共

同企画：薬物動態に影響する高齢者の生理学的変化と性差. 2021/2/6-7、国内(virtual) 

225. 佐藤洋美.日本抗加齢医学会 臨床研究促進委員会、薬物動態の性差. 2021/3/7、国内

(virtual)  

226. Sato H, Okawa T, Hara K, Goto K, Kikuchi M, Tanaka H, Shirane D, Yamakawa K, Akita H, 

Hatakeyama H, Hisaka A. 第 94 回日本薬理学会年会、口頭 1-O-B3-5、 Implication of 

glutamine-glutamate metabolic change in astrocyte via cGAMP transmitted by metastatic 

cancer cells. 2021 年 3 月 8-10 日（北海道），ウェブ開催． 

227. 伊禮 輔，柴田侑裕，佐藤洋美，樋坂章博．第 141 回日本薬学会、ポスター＃28P02-

119S、ぺランパネルと自殺関連有害事象の関連性についての有害事象報告データベ

ース解析．2021 年 3 月 26-29 日（広島），ウェブ開催． 

228. 後藤杏子、大川柊弥、山川拓真、白根大貴、田中浩揮、秋田英万、樋坂章博、佐藤

洋美．第 141 回日本薬学会、ポスター＃29P01-121S、腫瘍周辺アストロサイトを想

定した cGAMP 導入による発現変動遺伝子の探索．2021 年 3 月 26-29 日（広島），

ウェブ開催． 

229. 菊池望恵、小金正空、後藤杏子、大川柊弥、原来実、山川拓真、白根大貴、田中浩

揮、秋田英万、樋坂章博、佐藤洋美．第 141 回日本薬学会、ポスター＃28P02-

119S、cGAMP 添加による初代培養アストロサイトのグリコーゲンおよびヌクレオ

チド合成に関わる代謝の変化．2021 年 3 月 26-29 日（広島），ウェブ開催． 

230. 佐藤洋美、樋坂章博．第 29 回クリニカルファーマシー/医療薬学フォーラム 2021、

S17：医薬品適正使用・医薬品開発における PK/PD 解析、pharmacometrics 最前線、

小腸における薬物相互作用の予測．2021 年 7 月 24-25 日（沖縄），ウェブ開催． 

231. 大川柊弥、後藤杏子、加藤大皓、白根大貴、田中浩揮、秋田英万、樋坂章博、佐藤

洋美．次世代を担う若手のための創薬・医療薬理シンポジウム 2021、口頭、アスト

ロサイトの腫瘍促進的な形質への変化に対する cGAMP の寄与の検討．2021 年 8 月

28 日（北海道大学薬学部），ハイブリッド開催． 

232. 小金正空､豊島拓斗､後藤杏子､樋坂章博､佐藤洋美．第 65 回日本薬学会関東支部大

会、口頭、SGLT2 阻害薬 Dapagliflozin が脂肪細胞のメタボロームに与える影響．

2021 年 9 月 11 日（千葉），ウェブ開催． 



233. 大川柊弥、後藤杏子、加藤大皓、白根大貴、田中浩揮、秋田英万、樋坂章博、佐藤

洋美．第 65 回日本薬学会関東支部大会、口頭、腫瘍周辺アストロサイトの形質の

発現に対する cGAMP の寄与の検討．2021 年 9 月 11 日（千葉），ウェブ開催． 

234. 吉友葵、浅野聡志、保月静香、為本雄太、香月康宏、佐藤洋美、樋坂章博．第 65 回

日本薬学会関東支部大会、口頭、小腸の頂端膜側と基底膜側の透過性の差と細胞内

分布容積を考慮した Fg 予測のための in vitro 評価系の開発. 2021 年 9 月 11 日（千

葉），ウェブ開催． 

235. 橋本なつみ, 爲本雄太, 柴田侑裕, 吉友 葵, 佐藤洋美, 樋坂章博．第 65 回日本薬学

会関東支部大会、ポスター、アゾール系抗真菌薬による CYP 時間依存的阻害の薬

物間相互作用リスクの In vitro カクテル法による系統的検出．2021 年 9 月 11 日

（千葉），ウェブ開催． 

236. 伊禮 輔、 柴田侑裕、佐藤洋美、樋坂章博．第 65 回日本薬学会関東支部大会、ポス

ター、有害事象報告データベースを活用したペランパネルの使用と自殺関連有害事

象の調査．2021 年 9 月 11 日（千葉），ウェブ開催． 

237. 保月静香、為本雄太、柴田侑裕、佐藤洋美、樋坂章博．第 65 回日本薬学会関東支部

大会、ポスター、In vitro 情報と in vivo 情報の統合による薬物相互作用マネジメン

トの妥当性評価．2021 年 9 月 11 日（千葉），ウェブ開催． 

238. Tamemoto Y, Hashimoto N, Shibata Y, Yoshitomo A, Sato H, Hisaka A. 24th North American 

ISSX Meeting, Poster, In vitro cocktail method for systematic evaluation of preincubation-

time dependent and independent inhibitions of CYP enzymes: Selection of buffer and time 

dependent inhibition by fluvoxamine. 2021 年 9 月 13-17 日（EST）, Web 開催. 

239. Yoshitomo A, Asano S, Hozuki S, Tamemoto Y, Kazuki Y, Sato H, Hisaka A. 24th North 

American ISSX Meeting, Poster, A New Evaluation Method of Drug Absorption Considering 

Intracellular Drug Concentration and Discrimination of Permeabilities across Apical and 

Basal Membranes Using CYP3A Expressing Caco-2 Cells 2021 年 9 月 13-17 日（EST）, 

Web 開催. 

240. 佐藤洋美、副島呉竹、柴田侑裕、樋坂章博．RS 学会第 11 回学術大会、S10：「数理

モデルに基づく医薬品の投与最適化の評価・予測手法：高齢患者集団におけるポリ

ファーマシーマネジメントへの活用」、高齢者の薬物動態の特性と薬物相互作用の

リスク．2021 年 9 月 17-18 日（東京），ウェブ開催． 

241. Sato H. 第 80 回日本癌学会、ポスター、The metabolic transformation between breast 

cancer cells and astrocytes in brain tumor microenvironment．2021 年 9 月 30-10 月 2 日

（パシフィコ横浜），ハイブリッド開催． 

242. Yoshitomo A, Asano S, Hozuki S, Tamemoto Y, Kazuki Y, Sato H, Hisaka A. 第 15 回次世代

を担う若手のための医療薬科学シンポジウム、口頭、Development of an in vitro 

evaluation system to distinguish each process of absorption forthe first time in the intestine-



like epithelial cells. 2021 年 10 月 23-24 日（東京），ウェブ開催． 

243. Hozuki S, Asano A, Yoshitomo A, Sato H, Hisaka A. ACoP 12, Poster, Simultaneous Analysis 

of Numerous Drug Interactions in Intestine and Liver Completely Integrating In Vivo and In 

Vitro Information by Markov Chain Monte Carlo Method. 2021 年 11 月 8-12 日, Web 開

催.  

244. Yoshitomo A, Asano S, Hozuki S, Tamemoto Y, Kazuki Y, Sato H, Hisaka A. 第 36 回日本薬

物動態学会、口頭、A New Analytical Method for Evaluation of Drug Absorption 

Considering Intracellular Drug Concentration Using CYP3A Expressing Caco-2 Cells. 2021

年 11 月 16-19 日（高崎）, Web 開催. 

245. Tamemoto Y, Hashimoto N, Shibata Y, Yoshitomo A, Sato H, Hisaka A. 第 36 回日本薬物動

態学会、ポスター、In vitro cocktail method for systematic evaluation of preincubation-

time dependent and independent inhibitions of CYP enzymes:Selection of buffer and time 

dependent inhibition by fluvoxamine.2021 年 11 月 16-19 日（高崎）, Web 開催. 

246. 保月静香、為本雄太、柴田侑裕、佐藤洋美、樋坂章博. In vitro 情報と in vivo 情報の

統合による薬物相互作用マネジメントの妥当性評価. 第 42 回日本臨床薬理学会年会

2021 年 12 月 9-11 日（仙台），ハイブリッド開催．優秀演題賞 

247. 佐藤洋美．第 42 回日本臨床薬理学会年会、シンポジウム 高齢患者集団におけるポ

リファーマシーマネジメント：数理モデル及び医療系データベース解析の利活用、

加齢が薬物動態に与える影響と薬物相互作用のリスク．2021 年 12 月 9-11 日（仙

台），ハイブリッド開催． 

248. 後藤杏子、大川柊弥、白根大貴、田中浩揮、秋田英万、樋坂章博、佐藤洋美．第 95

回日本薬理学会、口頭、Effect of tumor releasing factor, cGAMP on gene expression and 

calcium response in astrocytes．2022 年 3 月 7-9 日（福岡）、ハイブリッド開催． 

249. 菊池望恵、吉友 葵、小金正空、後藤杏子、大川柊弥、原 来実、白根大貴、田中浩

揮、秋田英万、樋坂章博、佐藤洋美．第 142 回日本薬学会、口頭、[27H-pm09S] 

cGAMP 導入がアストロサイトのグルタミン酸関連物質の代謝フラックスに与える

影響．2022 年 3 月 26-28 日（名古屋）、Web 開催 

250. 浅野聡志、吉友 葵、佐藤洋美、樋坂章博．第 142 回日本薬学会、シンポジウム 48、

[S48-4] 消化管内容物の挙動と膜透過性の影響を考慮した新規消化管吸収モデルに

よる薬物の消化管吸収解析．2022 年 3 月 26-28 日（名古屋）、Web 開催 

251. 樋坂章博、吉友 葵、保月静香、浅野聡志、香月康宏、佐藤洋美．第 142 回日本薬学

会、シンポジウム 48、[S48-3] 薬物動態吸収モデルのパラダイムシフト：上皮細胞

中の薬物濃度の決定要因は何か？2022 年 3 月 26-28 日（名古屋）、Web 開催 

252. 伊禮 輔、柴田侑裕、佐藤洋美、樋坂章博．第 142 回日本薬学会、学生シンポジウ

ム、[GS01-1] 有害事象報告データベースを活用したペランパネル投与に伴う自殺関

連有害事象の調査．2022 年 3 月 26-28 日（名古屋）、Web 開催 



253. 小金正空、豊島拓斗、加藤大皓、後藤杏子、樋坂章博、佐藤洋美．第 142 回日本薬

学会、口頭、[28H-am08S] 脂肪細胞における SGLT2 阻害薬の代謝調節および抗炎

症作用の連関．2022 年 3 月 26-28 日（名古屋）、Web 開催 

254. 吉友 葵、浅野聡志、保月静香、爲本雄太、香月康宏、佐藤洋美、樋坂 章博．口

頭、[27L-am06S] 小腸上皮細胞中濃度を考慮した新しい吸収予測法による P-gp, 

CYP3A 基質薬のアベイラビリティ評価．2022 年 3 月 26-28 日（名古屋）、Web 開催 

255. 加藤大皓、大川柊弥、後藤杏子、畠山浩人、樋坂章博、佐藤洋美．第 142 回日本薬
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